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常石造船では機関部配管の計画設計をCADMATIC 、総合配置設計以降をＭＡＴＥＳ適用している。 

その為、CADが変わるタイミングで０から入力作業をおこなう必要あった。 

今回、ＮＭ連係ＰＲＧを使用し上流データを下流設計へ受け渡せる事を実船の開発設計において適用し、
問題なく運用できるかの確認をおこなう。 

 

 

 

常石造船の新設計船においてＮＭ連係ＰＲＧを使用し 
上流ＣＡＤ（ＣＡＤＭＡＴＩＣ）→下流ＣＡＤ（ＭＡＴＥＳ）へデータの受け渡しをお
こなった事例について報告する。 

従来 

ＮＭ連係 

1.総合テスト概要 
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• 変換範囲は機関室全体とする 

• 本船における変換ターゲットは配管ルート、配管部品、機器に限定する 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＤＭＡＴＩＣモデル ＭＡＴＥＳモデル 

変換 

1.総合テスト概要 
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変換率：１５２／１５３＝９９％ 
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2.機器モデル の変換結果 

ＣＡＤＭＡＴＩＣモデル ＭＡＴＥＳモデル 

変換 

１５３機器 １５２機器 



変換例○：MAIN ENGINE 

 

 

 

 

 

大半の機器が、ほぼ問題なく変換されていることを確認 
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2.機器モデル の変換結果 

ＣＡＤＭＡＴＩＣモデル ＭＡＴＥＳモデル 

変換 



変換例×：AUX. BLR 唯一変換に問題あり 

 

 

 

 

 

一部のエレメントが変換後にワープ？原因調査中 
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2.機器モデル の変換結果 

ＣＡＤＭＡＴＩＣモデル ＭＡＴＥＳモデル 

変換 



変換率：９８７／９８７＝１００％ 
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3.配管ルートの変換結果 

ＣＡＤＭＡＴＩＣモデル ＭＡＴＥＳモデル 

変換 

９８７系統 ９８７系統 



変換ミスのうち技術的に変換出来ていない項目以外は、運用面で改
善出来る見込みである。 

その場合の変換率は９,６８８部品／９,７７３部品＝９９％と想定される 
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4.配管部品の変換結果 

ＣＡＤＭＡＴＩＣ部品数 9,773 

ＭＡＴＥＳ部品数 9,369 

変換率 95.9% 
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ＮＭ連携 管部品変換ミス内訳 

技術的に変換出来ていない項目 

 
 
 
 



変換率が示すとおりＮＭ変換ＰＲＧは実船適用に十分適用できるレベ
ルと判断できる。 

ＣＡＤＭＡＴＩＣからデータを引き継げることでＭＡＴＥＳによる総配作業
が大幅に削減できた。 

 

次期開発船設計では、マッピングテーブルのアップデートや運用ルー
ルを厳格化することで、更なる変換率向上を目指す。 
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5.評価 


